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新年明けましておめでとうございます。保護者・地域の皆様には、旧年中本校の教

育活動にご理解とご協力を賜りましたことに、改めて御礼申し上げます。本年も変わ

らぬご支援をよろしくお願いいたします。

さて、不知火小学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。「冬休み明け集会」では、子供たちに

「なぜ 学年があがる新学期が１月ではなく、３ヶ月後の４月からなのか？」と投げかけ、１月から

３月までの３ヶ月の意味を考えてもらいました。

子供たちは４月からそれぞれ、中学生になったり、学年が一つあがったりします。しかし今の５年生

も、４月になったから急に６年生に成長するわけではありません。そこまでに、６年生にふさわしい、

体と頭と心を、創り上げなければならないのです。そのために、この３ヶ月があるのです。この３ヶ月

が、子供たちにとって有意義な「準備の時間」となることを切望しています。

最後に、「準備の大切さ」を再認識させてくれた３人のアスリートの言葉を紹介します。

そして子供たちを支える私たち大人は、「こんな子供たちに育ってほしいな～」という想いを、しっ

かり持ちながら、寄り添い支えていけたらと思います。子供たちの未来に大いに期待しましょう。

不知火小ホームページでは、「かけはし」

のカラー版の他、日々の学校生活を綴

ったブログ「学校生活」もご覧いただ

けます。

不知火小学校ＰＴＡでは、サイズアウト等で不要になっ

た制服のリサイクルに取り組んでます。詳細は「不知火

小ＰＴＡブログ」をご覧ください。

不知火小学校児童会では、「つながりを絶やさない社会づくり～あなたはひとりでは

ない～」という「赤い羽根共同募金」の趣旨に賛同して、不知火小学校の子供たちとそ

の御家庭に募金協力の呼びかけをしました。

たくさんの子供たちと御家庭

から、募金の協力をいただきました。児童会

で集約した結果、｢３７，６３１円｣ もの浄財

が集まりました。宇城市の共同募金委員会を

通じて、宇城市の様々な福祉活動に役立てて

いただこうと思います。

子供たちの温かい心と御家庭のご協力に感

謝です。

制服リサイクル


